
 

 

付加価値税(VAT)登録番号の

こと。無い場合は N/A 

(Non Applicable=該当なし)

を記入 

Google Map か Earth で座標

を調べて記入 

 

新規のお客様は 

“Never received”にチェック 

すでに認証取得済みで年次

審査のお客様は GGN を記入 

 

日本語と英語両方で記入する。 

以降の項目はすべて英語で記入する 

Global Location Number の

略称で、EDI（企業間電子デー

タ交換）等に利用できる国際

標準の企業・事業所コード。 

無い場合は N/A 

(Non Applicable=該当なし)

を記入 

 

該当するところに全てに 

チェックを入れる。 



 

 

 

Global GAP に加えて、 

“Add-Ons”の欄にある 

認証も取りたい場合は 

受けたい認証にチェック

を入れる。 

Global GAP 認証のみを

希望の場合は記入不要。 

該当する欄にチェックする 

オプション 1 単独サイト： 

個別生産者で一つの生産サイト

の場合 

オプション 1 QMS のないマルチ

サイト： 

個別生産者または一つの組織が

複数の生産サイトを所有してい

る場合 

オプション 1 QMS のあるマルチ

サイト： 

個別生産者または一つの組織が

QMS で管理された複数の生産サ

イトを所有している場合 

オプション２： 

生産者グループがグループ認証

をとる場合 

 

詳細は一般規則 part1 3.1 を参照。 

QMS に関しては一般規則 Part2 

1.3.2 を参照。 

 

たいていの場合 

・オプション 1 単独サイト 

・オプション 1 QMS のない 

マルチサイト 

のどちらかが該当する。 

上記の質問”Certification 

Option” で “ Option1 

Multi-sites with QMS” 

を選択した場合記入。 

内部審査員は QMS 審査 

内部検査員はオンサイト

の審査を行う。 

詳細は一般規則 Part2 2.1

を参照 

一般規則 Part1  5.1.2.3 または Part3  5.3 参照 

抜き打ち検査を 10％免除される代わりに 

年次の更新審査が事前告知なしで実施される。 

審査プロセスとして 

オンサイト審査（現場審査）

を実行する前に生産者から認

証機関に送付された文書をオ

フサイト審査（文書審査）す

るサービスを指す。これによ

り審査期間を短縮することは

できないが、オンサイトでの

時間を効率化することができ

る。 

詳しくは一般規則 Part3 5.2

を参照 

飼料のサプライヤーなど

がとるスキーム。 

自社農園で購入した飼料

を配合する場合は、 

該当しない。 

家畜を 65 km を超える

距離で輸送する場合は

チェックを入れる 

出荷の輸送などを他業

者に任せている場合は 

該当しない 

x 



 

 

 

＊以下の中から選択＊ 

Bovines(肉牛) 

Broiler Chicken(養鶏) 

Calves(子牛) 

Milk(牛乳) 

Pigs(豚) 

Sheep(羊) 

Turkey(七面鳥) 

Young Beef(若い牛) 

 

※ Calves(子 牛 ) は 3 か月未 満

Young Beef(若い牛)は 3 か月以上

から初妊娠までを指す 

 

詳細は以下参照 

 

https://www.globalgap.org/.content/.gall

eries/documents/GLOBALGAP_Product

_List_en.pdf 

 

℣ 

家畜の頭数を記入する。 

 

※動物福祉の Add-Ons にチェックしてい

ない場合でも記入 

 

 

出荷先が国内の場合は Japan と記入 

海外へ輸出する場合はその国名を記入 

℣ 

本書 2 ページ目の 

Add-Ons の項目で 

チェックした場合のみ、 

該当する生産物に 

“ｘ”を記入。 

 

Parallel Production(並行生産)に関しての

詳細は一般規則 part1 4.3.2 を参照 

GGAP のスキームで 

Compound Feed 

Manufacturing(CFM) に 

チェックを入れた場合のみ

記入。 

GGAP のスキームで 

Livestock Transport (LT) 

にチェックを入れた場合

のみ記入。 
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認証を受けるすべての生

産拠点を記入する。 

オプション 1 単独サイト

の場合は 1 つのみ 

マルチサイトの場合は複

数になる。 

 

搾乳場や、屠場、飼料の配合や

飼育舎など生産物を取り扱う

施設を記入 

年次審査を受ける場合、前回の 

審査から変更がある場合は記入。 

Added＝新しサイトの追加 

Changed＝既存のサイトの変更 

Withdrawn＝サイトの使用の停止 

初回審査の場合は記入不要。 

記入例： 

Rearing(飼育) 

Milking(搾乳) 

Treatment(手当) 

Feeding(給餌) 

Cleaning(洗浄) 

Disinfection(消毒) 

Home Mixing(飼料配合) 

など。 

文で記入してもよい。 

Production Site と 

Handling Unit のイメージ図 



どれにも該当し

ない場合は 

全て空欄でよい 



認証を受けた際に 

Global GAP の Date Base に

乗せる情報について開示す

る情報に制限を設けること

ができる。 

住所や連絡先の情報などを 

公表したくない場合は上段

にチェックを入れる。 

 

あくまで希望で、最大限考慮

するが、 

収穫時期や審査員のスケジ

ュールによって希望に沿う

ことができない場合もある。 



手書きで記入。 

会社の代表者ではなく、担当者でもよい。 

以下の付属Ⅰ～Ⅱの記入は不要 





 


